
春を告げる⼩さな⾚い花 ーハナノキー

寒さの厳しかった冬が過ぎ、３月になると春を待ってい
たかのように艶やかに息づく植物が見られるようなります。
その中に、全体が赤く見えるほど花をつける木があります。
「ハナノキ」です。陶史の森では第１駐車場やＢＢＱ場の
周辺でたくさん見られます。
ハナノキはカエデ科の落葉高木で、樹高25メートルを越
えるものもあります。漢字で「花の木」と表す名前は、花
が咲いた姿が赤く美しいことに由来します。また、３月下
旬になると紅色で奇怪な形状の花を咲かせます。雌花と雄
花を別々の個体につける雌

しゆういしゅ  
雄異株であり、雄花の方が集まっ

てつくので美しさが目立ちます。１つの花には萼
がくへん 
片と花弁

が５枚ずつあり、萼片の長さは３ミリメートルくらい、花
弁はそれよりもやや短いです。雌花の雌しべは、雄花の雄
しべよりも短く、先が２つに裂けた花柱（雌しべ）が飛び
でて、Ｖサインのようになっています。葉は長さ４～10セ
ンチメートルくらいの大きさで、先端は鋭くとがり、縁は
ギザギザしています。秋にはカエデと同様に橙、赤、黄色
に色付き、鮮やかな紅葉を楽しむことができます。
１年のうち春と秋で異なる姿を見せるハナノキを、陶史

の森でも楽しんでみませんか。
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バードウオッチング（自由参加）

・３月24日（日）午前９時～11時
初春の野鳥を観察します。

・４月28日（日）午前９時～11時
春の野鳥を観察します。

※陶史の森ネイチャーセンター横、
林泉の池堤防に集合してください。

ギフチョウ観察会（要申込／定員10人）
３月31日（日）午前９時～11時30分

ヒツジの毛刈り（要申込／定員10人）
４月中旬（予定）　午前９時～11時30分
※開催日は、４月に入ってからお問い合わせ
ください。

ハナノキの花

展望台からの
御嶽山▶

◀白山連峰

25 2024.3　広報とき

いきものふれあいの里　「陶史の森」だより
土岐市ネイチャーセンター

（☎59-5144）

陶史の森は自然環境保護地域です。動植物や石などは絶対に採らないでください。また、ペットの同伴はご遠慮ください。
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